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長
い
間
の
鎖

国
の
反
動
で

か
、
明
治
以
降

の
日
本
は
欧
米

の
ま
ね
に
終
始
し
た
。
果
て

は
帝
国
主
義
や
植
民
地
侵
略

ま
で
ま
ね
て
破
た
ん
し
た
。

　

今
も
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
と
い
う
言
葉
に
弱

く
、
国
策
へ
の
提
案
の
言
辞

を
装
飾
す
る
の
に
、
欧
米
で

は
と
言
え
ば
説
得
力
を
増

す
。
議
会
制
民
主
主
義
も
、

不
平
等
条
約
を
解
消
し
て
も

ら
う
た
め
、
先
進
国
並
み
に

似
た
制
度
を
誇
示
す
る
と
い

う
の
が
直
接
の
目
標
だ
っ
た
。

　

ど
こ
の
国
で
も
国
土
の
地

勢
や
気
象
条
件
、
産
業
、
歴

史
的
背
景
と
、
常
に
変
動
す

る
経
済
な
ど
固
有
の
条
件
を

背
負
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
益

が
存
在
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
経
済

圏
で
の
ア
メ
リ
カ
企
業
主
導

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
の
構
築
を
目
指
す
も
の

で
、
孤
立
矮
小
化
を
恐
れ
る

日
本
の
言
辞
的
な
弱
点
で
あ

る
。
中
南
米
で
は
自
国
の
固

有
の
課
題
を
優
先
さ
せ
ア
メ

リ
カ
と
の
一
定
の
距
離
を
持

つ
国
が
急
増
し
て
い
る
。

　

日
本
は
自
然
災
害
多
発
国

で
あ
る
。
毎
年
多
数
の
人
が

突
然
生
活
基
盤
を
奪
わ
れ

る
。
災
害
対
策
が
最
優
先
課

題
の
は
ず
だ
。

　

未
入
会
員
の
先
生
に
、
こ
の
新
聞
を
お
送
り
す
る
に
際
し
、
近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
ま
し
た
。「
郵
送
を
断
る
」
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
協
会
に
ご
入
会

下
さ
い
。
ご
入
会
、
協
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　協会の社保担当事務局員は、
４月中旬まで改定書籍『歯科保
険診療の研究』の製作業務で事
務所を離れます。お問い合わせ
は出先から折り返しの対応とな
ります。

おことわり

約
２
千
人
が
参
加
し
た
新
点
数
中
央
説
明
会
＝
３
月
20
日
、

大
阪
・
御
堂
会
館
（
大
阪
市
中
央
区
）　
　
　
　
　
　
　
　

　

あ
い
さ
つ
し
た
小
澤
力
理

事
長
は
、
歯
科
医
院
の
経
営

悪
化
を
挙
げ
、「
原
因
は
、

『
構
造
改
革
』
で
国
民
の
所

得
が
減
り
、
３
割
負
担
な
ど

で
来
院
で
き
な
い
患
者
が
増

え
た
こ
と
だ
」
と
強
調
し

た
。「
患
者
が
安
心
し
て
来
院

で
き
、
歯
科
医
師
・
歯
科
衛

生
士
・
歯
科
技
工
士
が
誇
り

を
持
っ
て
診
療
で
き
る
環
境

を
実
現
す
る
た
め
、
全
力
を

尽
く
す
」
と
述
べ
、
今
後
取

り
組
む
消
費
税
増
税
の
撤
回

と
患
者
負
担
軽
減
を
求
め
る

署
名
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。

　

戸
井
逸
美
理
事
は
、
震
災

　

診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
を
目
前

に
控
え
た
３
月
20
日
、
協
会
は
新
点
数
説
明
会

を
御
堂
会
館
（
大
阪
市
中
央
区
）
で
開
い
た
。

午
前
・
午
後
合
わ
せ
て
約
２
千
人
が
詰
め
か

け
、
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
解
説
に
耳
を
傾
け
た
。

「
社
会
保
障
を
拡
充
し
、
府
民
生
活
を
支
え
、

大
阪
再
生
の
一
翼
を
担
う
べ
く
全
力
を
尽
く

す
」
と
し
た
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

 

（
３
面
に
ア
ピ
ー
ル
文
）

で
「
マ
イ
ナ
ス
改
定
必
至
」

と
言
わ
れ
る
な
か
、「
復
興

に
は
医
療
の
再
建
が
不
可

欠
」
と
し
て
粘
り
強
く
運
動

し
て
き
た
こ
と
を
強
調
。
プ

ラ
ス
改
定
は
、「
協
会
の
取

り
組
み
を
一
定
反
映
し
た
も

の
だ
」
と
評
価
し
た
。
税
と

社
会
保
障
の
「
一
体
改
悪
」

は
、「
未
曽
有
の
患
者
負
担

増
を
押
し
付
け
る
も
の
」
と

批
判
し
、
協
会
運
動
へ
の
協

力
を
求
め
た
。

歯
周
治
療
や
在
宅

な
ど
要
点
を
解
説

　

吉
田
裕
志
副
理
事
長
は

『
２
０
１
２
年
改
定
の
要
点

と
解
説
』
を
テ
キ
ス
ト
に
改

定
内
容
を
説
明
し
た
。
チ
ー

ム
医
療
の
推
進
と
し
て
、
周

術
期
口
腔
機
能
管
理
料
が
新

設
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。
在

宅
医
療
で
は
、「
常
時
寝
た

き
り
状
態
等
」
の
表
現
の
削

除
や
、
在
宅
療
養
支
援
歯
科

診
療
所
の
歯
科
衛
生
士
へ
の

評
価
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

歯
周
病
安
定
期
治
療
で
は

リ
ス
ク
の
高
い
患
者
の
治
療

間
隔
が
短
縮
さ
れ
、
ス
ケ
ー

リ
ン
グ
や
Ｆ
Ｏ
ｐ
、
抜
髄
な

ど
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
さ

ら
に
、
接
着
ブ
リ
ッ
ジ
の
適

用
拡
大
や
歯
科
用
Ｃ
Ｔ
の
評

価
、
外
来
環
の
再
診
時
の
算

定
な
ど
、
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

　

２
０
１
２
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
「
狙
い
」
と
「
本

質
」
を
４
回
に
わ
た
っ
て
解

説
す
る
。

改
定
の
特
徴

　

２
０
１
２
年
度
歯
科
診
療

報
酬
改
定
は
、
前
回
の
プ
ラ

ス
に
引
き
続
き
、
１
・
70
％

の
改
定
率
と
な
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
へ
の

負
担
増
が
求
め
ら
れ
る
中
で

わ
ず
か
な
が
ら
歯
科
技
術
料

本
体
を
プ
ラ
ス
に
で
き
た
の

は
、
こ
の
間
粘
り
強
く
進
め

て
き
た
協
会
運
動
が
一
定
反

映
し
た
も
の
だ
。

　

中
医
協
の
答
申
で
は
、

「
常
時
寝
た
き
り
の
状
態
」

の
表
現
の
見
直
し
や
20
分
の

時
間
要
件
も
一
部
是
正
、

「
歯
科
固
有
の
技
術
の
評
価

の
見
直
し
」
で
長
年
据
え
置

か
れ
て
き
た
基
礎
的
技
術
料

が
わ
ず
か
な
が
ら
引
き
上
げ

に
な
る
な
ど
、
協
会
の
運
動

が
具
体
的
内
容
で
も
反
映
さ

れ
た
。
ま
た
新
規
技
術
も
若

干
、
保
険
導
入
さ
れ
た
。

　

し
か
し
改
定
の
基
本
方
針

を
見
る
と
「
社
会
保
障
・
税

の
一
体
改
革
」
に
沿
っ
た
改

定
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

入
院
か
ら
在
宅
へ
と
医
療
か

ら
介
護
の
流
れ
を
作
る
改
定

と
位
置
付
け
ら
れ
、
歯
科
で

も
周
術
期
と
在
宅
を
重
視
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

突
合
・
縦
覧
点
検

　

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
電
算
化

に
伴
い
３
月
か
ら
突
合
・
縦

覧
点
検
が
、
４
月
か
ら
レ
セ

プ
ト
算
定
日
記
載
が
始
ま
っ

た
。

　

今
改
定
の
位
置
付
け
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
狙
い
は
医

療
費
抑
制
で
あ
る
。

　

レ
セ
電
を
テ
コ
に
し
た
突

合
・
縦
覧
点
検
、レ
セ
算
定
日

記
載
に
よ
る
審
査
・
指
導
の

強
化
は
萎
縮
診
療
を
招
く
。

　

協
会
は
、
引
き
続
き
審
査

・
指
導
の
強
化
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
、
審
査
・
指
導
対
策
講

習
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
未
曾
有
の
給
付
削
減
を

狙
う
「
社
会
保
障
・
税
の
一

体
改
革
」
に
反
対
し
、
活
動

を
強
め
る
。 

（
つ
づ
く
）

を
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
支
払
基
金
が
３
月

審
査
分
（
２
月
診
療
分
）
か

ら
電
子
レ
セ
プ
ト
を
対
象
と

し
た
「
突
合
」「
縦
覧
」
点

検
を
開
始
し
た
こ
と
を
紹
介

し
、
注
意
喚
起
し
た
。

　

安
積
中
理
事
は
、
①
歯
科

疾
患
管
理
料
②
Ｓ
Ｐ
Ｔ
・
機

械
的
歯
面
清
掃
処
置
③
接
着

ブ
リ
ッ
ジ
④
訪
問
診
療
⑤
周

術
期
口
腔
機
能
管
理
料
―
―

な
ど
の
症
例
を
示
し
、
旧
点

数
と
比
較
し
な
が
ら
新
点
数

に
基
づ
く
算
定
例
を
説
明
し

た
。

　

社
保
研
究
部
と
臨
床
学
術

部
は
こ
れ
ま
で
に
、
新
年
度

の
講
習
会
予
定
を
固
め
た
。

診
療
報
酬
改
定
関
連
で
は
、

「
社
保
講
習
会
」
を
６
月
と

７
月
の
２
回
に
わ
た
っ
て
開

く
。

　

４
月
22
日
の
生
涯
研
修
講

座
で
は
、
適
用
範
囲
が
拡
大

さ
れ
た
接
着
ブ
リ
ッ
ジ
を
テ

ー
マ
に
、
大
阪
大
学
大
学
院

の
矢
谷
博
文
教
授
が
解
説
す

る
。
今
後
は
、「
痛
く
な
い

歯
科
治
療
―
無
痛
治
療
、
無

痛
麻
酔
」（
５
月
）、「
動
か

し
て
治
す
顎
関
節
症
」（
６

月
）
な
ど
を
予
定
。

　

５
月
13
日
に
は
、
患
者
接

遇
や
歯
科
の
基
礎
知
識
を
学

ぶ
「
新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講

座
」を
開
く
。（
２
面
に
詳
細
）

診療報酬・介護報酬改定

新
点
数
説
明
会
に
２
千
人

新
点
数
説
明
会
に
２
千
人

新
年
度
の
講
習
会
決
め
る

在
宅
へ
の
移
行
促
進
が
鮮
明

運
動
反
映
し
プ
ラ
ス
を
実
現

社
保
や
接
着
ブ
リ
ッ
ジ
な

ど

多
彩

レ
セ
電
利
用
し
医
療
費
削
減
へ

（出所：支払基金）

突合点検・縦覧点検のイメージ
突合点検

審査は今月の
請求に
対して行う

参
照
レ
セ
プ
ト

縦
覧
点
検

２月
今月審査分

１月

９月

８月
過去６ヶ月

１月分
入院
レセプト

12月分
入院
レセプト

12月分
入院外
レセプト

１月分
調剤
レセプト

12月分
調剤
レセプト

８月分
入院外
レセプト

８月分
調剤
レセプト

１月分
入院外
レセプト

７月分
入院外
レセプト

７月分
調剤
レセプト

協会ガイドを同封
未
入
会
の
先
生
に

入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』

４
月
下
旬
に
お
届
け

　

協
会
は
『
歯
科
保
険
診
療

の
研
究
（
12
年
４
月
版
）』

を
４
月
下
旬
に
発
行
す
る
。

会
員
に
は
１
冊
無
料
で
届
け

る
。

2012診療報酬改定2012診療報酬改定

①

狙い狙い
とと
本質本質


